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〈教育シリーズ〉

化粧品を扱う人々が知っておきたい皮膚障害と化粧の有用性～臨床現場から～

皮膚障害の具体例： 
メイクアップ・ボディーケア・フレグランス
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Contact Dermatitis Due to the Makeup Products, Body Care Products and Fragrance
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Abstract
Makeup products, body care products and fragrance can cause skin disorders such as contact dermatitis. To identify the 

cause, patch testing is most useful. Based on results of the test, we can advise patients to avoid the causative products and 
provide daily life guidance.

Here, we will provide 6 cases of contact dermatitis to makeup products, body care products and fragrance.
Case 1: Allergic contact dermatitis due to the ethylhexyl methoxycinnamate of sunscreen base.
Case 2: Allergic contact dermatitis due to the diisostearyl malate of lipstick.
Case 3:  Semiopen patch test was positive for mascara and mascara remover, but the patch testing of the ingredients could not 

be performed.
Case 4: Allergic contact dermatiits due to the cetanol of the hand cream.
Case 5: Irritant contact dermatitis due to the body soap.
Case 6: Photoallergic contact dermatitis due to the perfume.
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1. は じ め に

化粧品は日常生活で必要不可欠なものとなっており，
その時代の消費者のニーズに応じてさまざまな製品が開
発され幅広く使用されているが，その一方でこれら製品
による皮膚障害についてもわれわれは注意をする必要が
ある。
本稿ではメイクアップ製品，ボディーケア製品，フレ
グランス製品による皮膚障害について具体的に症例提示
をしながら原因の検査方法，診断，治療や生活指導につ
いて問題点も含め述べたい。

2. 検 査 方 法

接触皮膚炎の原因検索に有用な検査は48時間クロー
ズドパッチテストである。パッチテストでは，使用し
ていた化粧品のほかに症例ごとに原因として疑う市販
のアレルゲンやジャパニーズベースラインシリーズ（以
下，JBS，パッチテストパネル ®（S）：佐藤製薬株式会

社，パッチテスト試薬：鳥居薬品）1）を用い，皮膚病変の
ない上背部（または上腕外側）に48時間密閉貼付する。
判定はユニット除去後に ICDRG（International Contact 
Dermatitis of Research Group）の基準に従い D2, D3, D7と
必要に応じそれ以降も行った。パッチテストユニットは
Finn Chamber on Scanpor Tape®（スマートプラクティス）
またはパッチテスタートリイ®（鳥居薬品）を用い，症例
によっては光パッチテスト，セミオープンテスト，オー
プンテストや Repeated open application test （ROAT：反復
塗布テスト）を行う。製品は適切な濃度や方法で貼付し
ないと刺激反応を引き起こしたり，陽性反応を見逃すこ
とになるため以下のように化粧品を調整する。
①洗い流さない製品（例：クリーム，ファンデーション，
日焼け止めクリーム，口紅など）：そのままの濃度 as 
isでユニットにのせて貼付する。
②粉ものの製品（例：パウダーファンデーション，おし
ろい，アイシャドウ，頬紅など）：30%程度（ユニット
から落ちない程度のなるべく濃い濃度）になるように
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